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第3 回六ヶ所村ラプソディ ー 東E] 本市民サミッ ト
- これ以上被災地に放射能を垂れ流すな ! いま こそ再処理 工場の稼働中止の決定を! ･ -

◆ごあい さ つ
201 1 年 3 月 11 日 の 東京電力福島第一原発の震災事故は ､ 今後長 い期間にわた っ て ､ 地元 住 民 をは じめ ､ 国内に 深刻な影響を及ぼ し続け て い

く ことは 必至 で す｡ こ の事故 に より ｢ 原 子 力ム ラ｣ が進め て きた原子力政策 に対 し､ 様 々 な層 か ら批判が噴出 し､ 払た ちが ｢海 に 空に放射能を

流 さな いで｣ と訴 え続けて き た 六 ヶ 所再処理 工 場を 含め た 核燃サイ クル 政策 の変更 に つ い て､ 国と して も検討せざる を え な い状況 にな っ て います｡

｢ もん じ ゆ｣ に つ いて は､ 1 1 月 26 日 細野原発事故担当相が廃炉を含め た 抜本的な見直 しが必要との認識 を示 して い ます｡ また ､
1 0 月 2 5 日原 子

力委員会小委員会が核燃料サ イ ク ル の 費用 を 再検証 した と こ ろ ､ 再利用 は 地中 に埋め て 捨て る場合 よ リ 2 倍 の 費用 になるとの試算を示 し､ 経済

的 にも核燃サイ クル が割 に合わない こ とが明らか にさ れま した ｡

しか し､ 一方で 青森県で は､ 県の原 子 力安全対策検証委員会の検証結果で の 対策の妥当性 を 20 1 1 年 内に も判断 し､ 日 本原 燃が 再処理工場の試

験再開 に踏み切 ろ う と して い ます｡ 従 っ て ､ 核 燃サ イク ル (政策変更) につ いて は こ こ 1 年 が ま さ に 勝負どこ ろで す｡

これまで 私た ち は 2 回 の市 民サミ ッ トを 開催 し､ また 20 1 1 年 10 月 2 日 に は､ 広河 隆一さ ん と永 田文夫さ ん を お迎え して 緊急講演会を行 いま

した
｡ 特 に 20 1 1 年 2 月 に仙台で行われた第 2 回 サミ ッ トで は ､ 再処理 工 場の 問題点を ､ 経済性 ･ ガラ ス 固化の技術性 . 環境 へ の 放射能汚染 の 3

点か ら掘り 下 げ議論 し､ 関西 な どの仲間とも連携 して 再 処理 を 止め る ア ク シ ョ ンを 進め る こ と を参加者全員で合意 しま した ｡ しか し直後 の 3 .l l

震災 によ っ て 私たちを取 り巻く状況 は一変 し､ こ れ まで積 み 重ねてきた議論と行動を踏まえ ､ さら に必要な ア ク シ ョ ン を作 り上げる必要 が出て

きま した ｡ こ れ以上被災地東北 に放射能汚染を広げない た め に､ こ の 状況下で最も有効な手は何な の か､ みなで 意見を 出し合 い､ 協力 して ア ク シ ョ

ンを起 こ して いくた め に､ 第 3 回の 六 ヶ 所村ラ プ ソデ ィー東 日本市民サ ミ ッ トを 開催 いた します｡

今回 は メ イ ン講師 に原 子 力資料情報室 の貫井 正 子 さ ん を お迎え し､ 国が どの よ う に核燃サ イ クル の 見直 しを しよ う と して い るか をお話 しいた

だき､ そ の 中で 私た ち は どの よ う に動( こ と が 可能 か を考 え て い きた い と思 いますo また ､
こ れ まで 精力的 に活動 されて きた ｢ 三 陸の 海 を放射

能から守る岩手の会｣ の 永 田文夫 さん と ､
｢豊 か な三 陸の 海を守る会｣ の 田村剛- さん か ら報告を いた だ き､ シ ン ポジウ ム形式で ､ 参加者 のみ な

さん と今後の運動の進め方 に つ い て議論を深 め て い きたいと考えておりますo ぜひ みなさまの ご参加をお待ちして おり ます｡

◆貫井正子さん プロ フ ィ
ー

ル

チ ェ ル ノ ブイリ原発事故後､ 故高木仁三郎 さん が主宰 した ｢ 反原発出前お店｣ の 活動に 参加 し､ 各地の 原 子 力発電所や青森

県六 ヶ 所村を訪れる . 1 9 9 2 年 か ら原 子 力資料情報室ス タ ッ フと な り ､ 再処理 ､ 廃棄物問題を担当｡ ｢ 原 子 力資料情報室｣ は ､

原 子 力エ ネル ギー に依存 しな い社会の あり方を求め て調査/ 研 究活動をお こ な う NP O .

◆永田文夫さん プロ フ ィ
ー

ル

200 5 年 2 月 に ｢ 三 陸の 海を 放射能から守る若手の会｣ を 設立 し､ 世話人 を務め る｡ 三 陸の 海 を放射能 から守る岩手の会 は ､

こ れまで ､ 岩手県議会 へ ｢ 岩手県 を六 ヶ所再処理工場 の放射能汚染から守る こ と につ いて の 請願｣ を 提 出や､ 総理 大 臣 へ 全

国署名 ｢ 海 に空 に こ れ以上放射能汚染を広げない よ う再処理工場の稼働凍結を求め る 署名｣ を提出など､ 何度も国や青森県､

日本原 燃 に質問状 . 要望書をだすなど､ 放射能汚染を防ぐた め に 精力的 に活動 して きた .

◆田村剛
-

さん プロ フ ィ ー ル

｢ 豊かな 三陸の海を守る会｣ 会長｡ 元 岩手県山田 町 議会議員｡ 豊かな三 陸の海を 守る会は､ 岩手県内全市町村 を 回 り ､
｢ 放射能

海洋放出規制法 (仮称)｣ を早急 に制定 し､ 放射能か ら海を守る よ う国 へ の 意見書の提出を求め る請願運動 を行 っ て きた ｡

漁業者や消費者の共通 の願 いで あ る こ の 運動は盛岡市､ 釜 石市を の ぞく各市町村議会 に提出 した 請願が採択 され ると い う成

果を生み 出 して い る｡

★参加中し込み (参加費は当日お支払いくださ い) * 下 記欄 に ご記 入 い た だい て F A X と して 送信 して くださ い｡ 0 2 2~ 3 0 2~3 2 8 4

●お名前 ●人数 人

●連絡先 (メール ､ な ければ住所
. 電話 を お願 い します)

●交流会 ヘ の参加 (約 30 0 0 円 1 8 時 30 分
- 2 時間ほ ど) 参加 . 不 参加

●講師 ヘ の ご質問ご意見 (核燃サイ ク ル や再処理エ場 につ い て)

※ 当 日可 能な範囲で お答 え いた しますの で ご 了 承 く だ さい o

また､ 配布資料 にはご質問 . ご意見を 掲載の予定ですo

※記載い ただ いた個人 に関す る情報 は､ 今後 実行委員会 および協力団体からの お知らせ 以外の 目的 には使用 いた し ませ ん が ､ もしご希望 しな い 場合 は下記に

チ ェ ッ クをお願 い します｡

□ お知らせ は必要な い

★賛 同団体
･ 個 人募集

こ の 企画 へ の賛 同 を 募集 して おり ます｡ あわ せ て ､ 賛 同金 を募 っ て おり ま すので ､ ご 支援い た だける方は よ ろ しく お願い た します｡

当 日の 配布資料 に名前を記載い た しますの で ､ 記載が可か不可かもご連絡くだ さ い｡

【お振込み の場合】

郵便振替 0 2 26 0 - 3 - 1 0 76 1 6 六 ラ ブ東日本市民 サ ミ ッ ト世話人全

団体名 ･ 氏 名 公開 □ 可 口 不可

※領収書 は お振 込 み 頂い た 際の 振込 み受領書 をも っ て か えさせ て いた だ き ますが ､ 領 収書が 必要な場合は お 知ら
せ く だ さ い｡




